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鈴鹿大学短期大学部での学業を終えられ、ここに卒業を

迎えられるみなさんに、心よりお喜びを申し上げます。  
みなさんの短期大学部での生活は、多くのことを学び、

楽しかったこと、苦しかったこと等、貴重な経験を積まれ

たことでしょう。卒業は、「終わり」ではなく、これまで

学んだことを踏まえ、さらなる輝かしい未来へ一歩を踏み

出す「再出発」を意味しています。  

私たちを取り巻いている周囲の状況の厳しさについて

は、みなさんも承知していることと思います。私たちは、

不確実で複雑な、激動する社会の中にいます。「先が読みに

くい時代」であればあるほど、新たなことや新たな人との

出会い、学び続けることの意味は、より重く、大きくなり

ます。  

みなさんは、自分の価値観に基づき、主体的に学び続け

るという覚悟をもって、この卒業を迎えているのだと、私

は確信しています。先人の叡智（えいち）は、困難に直面

した時、それを不運や不遇とは嘆かず、「自らを鍛える良い

機会」と捉えて、その困難に立ち向かうことの大切さを説

いています。 みなさんには、人間として本質的な目的を持

ち、その目標実現のために、新たな課題に取り組む勇気を

持ってほしいのです。 

人生100年設計時代の課題解決へ向けて、みなさんに対

する社会の期待も大きくなってきます。本学には常に新た

な学びがあり、あなた方を成長させてくれる「場」が用意

されています。必要な時には、いつでも戻ってきてください。

卒業という未来への旅立ちに際し、みなさん一人ひとり

が健康で幸運に恵まれることを祈ってやみません。 

 

 

 

卒業生の皆様、卒業おめでとうございます。 

同窓会より心からお祝い申し上げます。そして鈴友会

(同窓会)の会員になられたことをお喜び申し上げます。 

皆様は二年間の学生生活の思い出と、無事卒業の日を迎

えられたことの喜びを感じながら、新しく進む道への決意

を持たれていることでしょう。そんな皆様と同じように様

々な知識と経験を身に着けて社会へと飛び立っていった同

窓生は8,100名以上にのぼります。 

そして今年は、昭和43年に発足した鈴友会が50周年を

迎えます。 

年内にささやかな記念行事を行いたいと考えております。

その時は是非ご参加いただき、現役を終えられて経験豊富

な方や、ご自分の生活を楽しんでおられる方、仕事や子育

ての真っ只中で頑張ってみえる方など、同窓会の縦の繋が

りを活かした交流を通して、心の栄養を満たす機会にして

頂ければと思います。 

同窓会としましては、同窓生たちのその後のつながりや、

現在どのように活躍されているかを把握し、短期大学部を

軸として再びつながり合えるよう橋渡しができればと思っ

ています。その為にも転居された場合には、同窓会までご

連絡下さいますようお願い致します。  

昔の言葉に「利を見て義を思う」という言葉があります。

利益を得る時、人として踏み行うべき正しい道を外れてい

ないか考える。という意味です。この言葉さえ忘れなけれ

ば生き方を大きく誤ることはないと感じさせる言葉です。

皆様の幸せを願ってやみません。同窓会では、二年に一度

総会を開催しており同窓会の会報も発行しています。皆様

の何かしら心の支えになれば幸いです。皆様のこれからの

益々のご活躍をお祈りしています。 

 

皆様のご壮健・ご活躍を祈念します 
祝 

ご卒業 
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